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第５期 国分寺市公民館運営審議会 第２回定例会 

 

日 時 令和５年８月25日（金）午後２時00分～午後４時00分 

場 所 本多公民館 講座室 

出席者 

■委 員 田中委員長・鈴木副委員長・松田委員・稲津委員・川上委員・江渕委員

坂本委員・矢島委員・辻委員・有馬委員・笹井委員 

■職 員 本多公民館課長兼本多公民館長・渡辺本多公民館事業係長・加藤恋ケ窪

公民館長・保谷光公民館長・久保もとまち公民館長・鎌田並木公民館長 

 

≪施設見学≫本多公民館 

 

事務局：時間になりましたので，よろしいでしょうか。本日は委員全員に出席して

いただいております。委員の過半数の出席となりますので本日の会は成立い

たします。よろしくお願いいたします。 

田中委員長：どうも皆さん，お疲れさまでした。まずはちょっと歩いて運動したという

ことですけれども，これから会議を４時までの予定で開催いたします。では，

ただいまより第２回国分寺市公民館運営審議会を開会いたします。皆さん，

本当に暑い中，そしてお忙しい中，ありがとうございます。どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

１ 連絡事項 

（１）配布資料確認 

田中委員長：それでは，初めにまず連絡事項，配布資料の確認ですね。事務局からお願

いします。 

事務局：配布資料の確認をさせていただきます。まず初めに，本日の次第がありま

す。次に資料２－１で第１回の定例会の議事録になります。資料２－２で，

分寺市教育委員会の第５回，第６回，第７回の定例会の報告の資料になりま

す。次に，資料２－３で令和５年度国分寺市公民会運営審議会定例会の日程

表になります。資料２－４で「本多公民館の部屋マップ」になります。その

ほか，「けやきの樹」の８月15日号と教育広報誌の№26，令和４年度の地域協

働事業「人と人がつながる－地域でともに生きる」という冊子が１つ，また

事業報告書の令和４年度が１つ，光公民館の運営サポートだより「光とひと」

が１部ございます。そのほかに本日の審議会の中で使う田中委員長の講義で

使う資料「公民館とは」というのが１部入っております。過不足がないか，

ご確認をお願いいたします。 

田中委員長：ありがとうございました。何か不足などありませんか。大丈夫ですかね。
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何かお気づきであれば，また途中でもおっしゃってください。 

 

（２）第１回定例会議事録確認について 

田中委員長：それでは，連絡事項の（２）第１回定例会議の議事録の確認というところ

ですが，これも事務局から説明をお願いします。 

事務局：今確認していただいた資料２－１が第１回定例会の議事録になっておりま

す。内容をご確認していただきまして，自分の発言等のところで修正がござ

いましたら，事務局のほうまでご連絡いただければと思っております。９月

８日までに事務局へお願いいたします。 

田中委員長：ということで，８日までに何かありましたら，ご連絡をお願いします。そ

れでは，連絡事項は以上のとおりです。 

 

２ 報告事項 

（１）令和５年度国分寺市教育委員会第５・６・７回定例会について 

田中委員長：続きまして，報告事項です。（１）令和５年国分寺市教育委員会第５回，６

回，７回の定例会についての報告を事務局からお願いします。 

事務局：国分寺市教育委員会の定例会です。これまで，５月，６月，７月というこ

とで，毎月定例会が行われております。資料は資料２－２から，第５回につ

きましては，公民館として各公民館の運営サポート会議委員の皆さんの委嘱

についてお諮りをしております。こちらについては承認をいただいておりま

す。第６回につきましては，国分寺市公民館運営審議会委員の皆様の委嘱に

ついてお諮りしておりまして，審議結果，可決ということでいただいており

ます。７回については，直接公民館の案件はございませんでしたけれども，

教育委員会のほうで教育総務課が国分寺市教育ビジョン，今第２次ですけれ

ども，３次に向けてアンケート調査を実施したということで，ご報告をして

いるところです。 

田中委員長：ありがとうございました。それでは，何か質問などありますか。よろしい

ですね。では，報告事項は以上にさせていただきます。 

 

３ 協議事項 

（１）今後の審議会について 

田中委員長：では，続きまして，今日のメインの部分に入っていきますが，協議事項で 

すね。（１）今後の審議会についてということで，これも事務局からまず説明

をお願いします。 

事務局：国分寺市には，市内に５つの公民館があります。それぞれの公民館がそれ

ぞれの特徴，地域の特色を生かして事業に取り組んでいるところです。第４

期の審議会でいただきました答申「ひととひとをつなぐ持続可能な公民館活
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動について」に基づいて，今後の公民館事業を推進していきたいと考えてお

ります。委員の皆様には，各館の事業を見ていただいて，公民館の状況と課

題について審議していただきたいと考えています。本日は，田中委員長から，

「公民館とは」についてお話をいただき，その後に「ひととひとをつなぐ持

続可能な公民館活動について」，前回継続していただいております委員の方も

いらっしゃいますので，ご説明をいただきながら審議を進めてまいりたく思

っております。 

田中委員長：ありがとうございました。それでは，私が話すのですけれども，まず，前

期の委員をやっておられた方ですね。笹井委員の楽しい動画を含めた公民館

についての研修を受けました。ただ，今期また随分新しい委員の方がいらっ

しゃるし，また公民館そのものについてあまりなじみのない方もいらっしゃ

るかと思いますので，まずは公民館とは何かについて，基本的なところから

みんなで共有しようというところで，私がまず今日は，この制度の問題を中

心としながらお話をさせていただきます。追々何回か進んだら，多分また笹

井委員に深い話をしていただくことになると思いますけれども，今日は私が

基本的なことをやらせていただきます。それでは，パワーポイントを映しま

すので，この資料をお手元に置きながらお願いします。前回，事務局のほう

から，国分寺市の公民館については，条例の文章であるとか，あるいは規則

も含め，簡単な説明も入れながらお話を伺いましたけれども，そもそも公民

館って，国の制度上どういうふうに位置づいているのかということを，まず

我々審議会としては情報共有しておいたほうがいいかなというふうに思いま

して，そのあたりから今日は話をしてみたいと思います。それで，４点目は，

大体私のほうから30分ぐらいお話をして，それでその後10分ぐらい質疑応答

の時間を取りたいと思います。それが終わった後で前期の答申の話に移って

いきたいと思います。まずは30分ほどちょっとお耳を傾けてください。それ

では，まいりたいと思いますが，公民館の法的根拠と大げさに書いています

けれども，要するに法律で規定されていますということですね。「公民館とは」

ということですけれども，公民館の法的根拠，まずは，教育基本法ってあり

ますね。日本は法治国家なので，まず日本国憲法があって，その憲法の下に

基本的な法律があるわけですけれども，その中の教育に関する基本的なこと

ですが，教育基本法ということですね。そこの第12条で社会教育については

規定されています。具体的には，第２項のところで，「国及び地方公共団体は，

図書館，博物館，公民館」，ここで公民館が出てきますね，その他の社会教育

「施設の設置」と，要するに図書館，博物館，公民館が社会教育に関する基

本的な施設だなということですね。そのほかいろいろ書いていますが，ちょ

っと中略させていただいて，「その他適当な方法によって」社会教育の振興に

「努めなければならない」ということで，国分寺市にも図書館，博物館はあ
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りましたか，国分寺市。 

事務局：ありません。 

田中委員長：では，図書館と公民館があって，社会教育の振興に努めているということ

です。教育基本法では，公民館はこの程度の規定なのですけれども，その教

育基本法の下に教育に関するまた基本的な法律が幾つかあります。例えば学

校教育については，学校教育法があります。社会教育については，ここにあ

る社会教育法という法律があります。そこの第20条ですね，20条に公民館の

目的というのが書いてあります。公民館が市町村その他一定区域内の住民の

ために実際生活に即する教育，学術及び文化に関する各種の事業を行い，も

って住民の教養の向上，健康の増進，情操の純化を図り，生活文化の振興，

それから社会福祉の増進に寄与することを目的とするというふうにあります。

要するに，公民館というのは，一定の区域内の住民のためにいろいろな教育

学習に関する事業を行うと。その上で，アンダーラインですけれども，まず

前半は，個人個人の向上に資するのだと，具体的には教養の向上とか健康の

増進とか情操の純化ですね。それを経て，地域全体がよくなるためにも貢献

しますと，それが地域文化の振興と社会福祉の増進というところになります。

地域をよくしていくということですね。だから，個人がよくなり，地域もよ

くなる，そのための拠点が公民館ですということです。ちなみに，社会教育

法には57条の条文があります。全部で57条。そのうち何と約４割に相当する

23条分が公民館に充てられています。その最初がこの目的ですね。それから

その次が具体的にこういう事業を行いますということで，22条には具体的な

事業があります。例えば定期講座ですね，そういうもの。それから討論会と

か講習会とか，１番，２番がいわゆる学習的ないろいろな催し，事業ですね。

それから，図書を備える。体育，レクリエーションなども行うですね。それ

から，５番も結構大事で，「各種の団体，機関等の連絡を図ること」，多分こ

れ具体的には本多公民館では，地域会議を行いながら，この５番にかなり力

を入れているのではないかなと思います。ということで，全部で23条分，公

民館について書かれていますね。だから，社会教育法をちょっと皮肉って，

公民館法というふうに言う人もいるようなことがあって，それだけ社会教育

の中で公民館が期待されているということですね。それでは，実際の公民館

どうなっているかというので，実態になります。まず，数なのですけれども，

この数については，文部科学省が３年に１回，社会教育調査ということで調

査を行います。各地方自治体に対して，社会教育の基本的な事項を調査して

います。その中で公民館の数についても調査しています。最新データが令和

３年度の調査なので，これによると１万3,798館あるということですね。実は，

これが年々減っているのですね。大分あったのがどんどん減っていて，生涯

学習センターに変わったり，コミュニティセンターみたいなものになって，
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少し弾力化されたりということで，これが実は社会教育行政としては１つの

悩みどころというところではあります。参考までにですけれども，小学校は，

約ですけれども，日本全体で２万あるのですね。中学校は約１万，高等学校

は5,000ということで，とても覚えやすくて半減していくのですね。それで公

民館は中学校と小学校の間ぐらい。ついこの間までは約１万5,000だったので，

ちょうど中間と言えたのですけれども，物すごく減ってきてしまったので，

だんだん中学校の数に近づいてきたということです。国分寺市は，中学校区

に１館です，計算したら。ですので，全国平均よりも若干少ないとは言えま

すけれども，多分基本的には全国のいろいろな町村の公民館に比べると規模

的には大きいものがそろっているということではないかと思います。それで

は，続きまして，では，一体何をやっているかですけれども，データとして

とても見やすいのは，いわゆる講座の類いですね，学級講座というものです

けれども，これが全国合計で見ると，こんな感じです。合計で22万7,936，学

級講座があるのですけれども，それが令和２年度間に行ったものですね。そ

れで，そのうち約３割が趣味とか稽古事，どっちかというと楽しい，それぞ

れが自己実現を図る，楽しい事業ですね。それが約３割ある。それから体育，

レクリエーションも公民館，そして社会教育の重要な事業でありますが，こ

れが約２割ということで，半数が割と楽しく体を動かしたり，楽しく趣味を

したりということですね，これが５割。もともと公民館は，この後出てきま

すけれども，戦後の日本社会を立て直すための地域の拠点としてつくられた

わけですけれども，だから，そういう意味では，地域づくりに関するものが

本当は多いといいなと思ったりもするわけですけれども，実際にはその市民

意識，社会連帯意識がそれに相当しますが，6.5％ということで，非常に差が

あるのですね。そういうことがあるので，自治体にとっては，首長さん，い

わゆる市長さんとか町長，村長さんから見ると，公民館は住民のお楽しみの

施設になっているので，もっと役立つ地域活性化センターとか市民センター，

地域センターとか，そういうのに変えていきたいというようなことを考える

自治体が増えてきたということがあります。私自身，埼玉県の所沢市の公運

審にも関わっているのですけれども，そこは何年か前からまちづくりセンタ

ーということで，まちづくりセンターの中に公民館が入っているのですね。

ですので，公民館はもっとまちづくりに貢献していくものということで，形

の上でもそういうふうになってきているという動きがあります。国分寺はそ

ういう中にあって，独立的に公民館が存在し，そしてまた先ほどの地域会議

とか，かなり地域とつながりながら地域づくりにとにかく貢献していこうと

いうことで努力しているという，非常に公民館としては１つの模範になるよ

うな形で進めてきています。それが実態ですね。これは今の実態なのですけ

れども，では，もともと公民館って一体どういうふうにして始まったのか。
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前期から委員をやっている方は，去年の笹井委員の文科省のビデオ，ナトコ

映画というのですかね。あそこで床屋さんもあったり，最初は戦後間もなく

できた公民館は，本当に地域の総合センターみたいな感じで，いろんなもの

がそこに入っていたのですね。それで，まずは，当時は文部省，今は文部科

学省ですけれども，当時は文部省と言っていまして，荒れ果てた戦後の郷土

を立て直したいということで，その復興拠点として公民館を各地につくりま

しょうということで，文部省が各地方自治体に働きかけたのですね。その中

心となった当時の担当課長が寺中作雄という人で，その人が『公民館の建設』

という本の中で，「公民館は公民の家なのです」という書き方をするのです。

公民の家，公民というのは，ここに書いているように，自分の私生活ではな

くて，社会のことも考え，自己と社会についての明確な認識を持って社会を

よくしようというふうな覚えを持った人，それを公民というふうに彼は呼ん

だわけですけれども，そういう人たちが集う家，それが公民館だと。家族が

集う家はそれぞれご家庭で持っている家があるわけですけれども，公民とし

ての家というのは，公民館がそれに当たるのだということで，みんなで集っ

て郷土のことを考えましょうということですね。笹井委員のお話も昨年度あ

りましたけれども，おととしですね。ありましたけれども，公民館の歌とい

うのがつくられました。これに，今，１番の部分の途中までかな。書いてい

ますけれども，合計３番まであるのですよね。それで，３番まであって，何

と驚いたことに，そこには「学ぶ」とか「学習」という言葉が一切ないので

す。みんなで集いましょう，そして郷土をよくしましょう。だから，今で言

うと，地域活性化センターみたいなものですね。そういう形で始まったのが

公民館ということで，歌にもそういう場があるということですね。そういう

ものを歴史的に研究する中で，社会教育の専門家の人たちの中に，佐藤一子

という第１期から３期まで委員長をやられた佐藤先生ですけれども，佐藤先

生が本の中でこんな書き方しています。「公民館はまちづくり，村づくりの総

合的な活動拠点として始まったのです」というような書き方をしています。

そういう公民館ですので，文部省が，戦争が終わったのは昭和20年ですけれ

ども，もうその１年目には各自治体に文書を出して，みんなで公民館をつく

りましょうというようなことを出したのですけれども，それと同時に公民館

設置要綱というのも出しました。そこに公民館の目的というのが書かれてい

ますけれども，要約するとその７項目ですね。民主的な社会教育の場，町村

民の社交機関，産業振興の原動力，民主主義の訓練場，文化交流の場，青年

の積極的協力が重要だと。これは今も重要ですけれども，それから郷土振興

の機関ということで，要するに郷土を興すための機関であって，産業を，そ

こを拠点にして興しましょう。これまで軍事国家でやや問題もあったので，

これからは民主主義になっていく社会ですから，それを訓練する場所として
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も公民館は役立ちますというようなことですね。だから，１番目は社会教育

機関と書いていますけれども，２番以下はまちづくりセンターみたいな感じ

ですね。そういうような機能を持たせようということで始まった，それが公

民館なのです。ですので，今，公民館が学ぶだけではなくて，コミュニティ

づくりとかまちづくりに貢献していきましょうということは，文部科学省が

もう各地域に呼びかけて推進していますけれども，いわば戦後間もなく始ま

った公民館は，もうまちづくりの拠点そのものであって，それがその後いろ

んな経緯を経て，必ずしもまちづくりと直結しなくなってきているので，ま

た現代版として公民館のまちづくり機能を再創造しようということで，今，

公民館の再活性化みたいなものが政策として推進されているというふうに理

解していいのではないかなと思っています。戦後間もなくこうやって始まっ

たわけですけれども，その後，日本が高度成長期を迎え，経済が，非常に規

模が拡大し，その後停滞期を迎え，成熟期も経て，そしてまた今に至ってい

るわけですね。この間，公民館を取り巻く環境がどう変わったか，70年ぐら

いの間を一言で言ってしまうということで，ちょっと乱暴なのですけれども，

１つは，戦後間もなく始まったときは，まちづくり拠点とは言っても，学び

というものもやっぱりそこで行われていたわけですね。ごめんなさい，これ

を言う前に，戦後間もなくの公民館の特徴を見るために，動画を１つ映す予

定でした。今から動画をやります。去年みんなで見たのはナトコ映画といっ

て，非常にまとまった大きなものですけれども，今から見ていただくのは，

たまたまあるとき戦後何年かたった後，優良公民館として表彰された公民館，

千葉県の公民館の１つですけれども，その様子を映画に撮ったものです。何

十分かあるのですけれども，最初のさわりの四，五分をやってみたいと思い

ます。かなり古いビデオ，動画なので，画像が粗く，声も粗いので，耳を澄

ませて聞いてください。目を凝らして見てください。 

 

（動画 視聴） 

 

田中委員長：というさわりだけですけど，こういう感じで，今であれば，何か農業改良

普及所みたいなところがやるような感じのことを全部公民館でやっているの

ですね。今の話合いの様子を見ると，まさに民主主義の何かを勉強しながら

やっているという感じでしたけれども，多分今の人たちから見ると，発言し

ているのは全部男性で，女性の人は聞いているだけという感じだったのが，

ちょっと私なんか違和感があるのですけれども，これは時代の特徴かなとい

うふうに思います。ということで，ちらっとだけ今見ましたが，そういうこ

とで，その産業振興の原動力ということも含めた上での公民館のまちづくり

振興機能みたいなものの一端が今のビデオに出ているかなということだと思
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います。それで，話をまたもとに戻すというか，さっきちらっと入りかけた

ところに戻ります。そういうことで始まった公民館ですけれども，その後，

経済成長を経て，今の時代まで引き継いできたわけですが，その間，公民館

だけではなくて，様々な学習機会が今我々の社会にはあふれているといった

状況なのですね。例えば大学の公開講座もあるし，カルチャーセンターもあ

るし，ＮＰＯも随分いろんな講座を提供していますね。そのようなことで，

競争という面から見ると，競合相手が随分増えているというようなことが言

えるかなというふうに思います。それからもう１つ，公民館のまちづくり機

能とか地域活性化機能ということを考えたときに，教育委員会ではなくて一

般行政のほうで，ＮＰＯの振興であるとか地域活動団体を活性化するとか，

そういうことを進めるための拠点ともしていますね。国分寺だとアクティさ

んですよね。アクティ・ココブンジというものもあったりして，そちらのほ

うでも随分魅力的な講座やっているのですよね。まちづくりとか市民活動に

関する。ですから，そういうところと公民館がどういう関係を持つかとか，

あるいは差別化という点を見たときにどういうものになるのかということで

すね。では，まちづくりや市民活動は向こうがやっているから，こちらは趣

味と教養に徹しようかとなると，なかなか趣味，教養だけで今，税金で全部

運営がずっと許容されていくかというと非常に難しいものがあって，やっぱ

りコミュニティづくり，地域づくりにどのように貢献できるかということが

重要になってくるので，そういう市民活動センターみたいなものとどう違う

のかというところを明確にしていかなければいけないということがあると思

います。それから，住民のほうを見てみれば，今はインターネットが相当普

及しているので，これ国民と書いてあるのは，これからこの後ちょっと全国

調査の結果を見るので国民と書いたのですけれども，当然我々から見れば市

民，市民の学習ニーズがかなり変化しているということで，次のデータ見て

みますと，字が細かいのでお手元の資料を見ていただいたほうがいいかと思

います。内閣府が文科省と連携しながら生涯学習に関する世論調査というよ

うなものを３年とか５年に一度ずつやっているのですね。今，最新データが

2022年のものがあるのです。ここでは学習活動の形式について，形式という

のは，講座で学んでいるのか，本を読んで学んでいるのか，インターネット

なのか，グループ活動で学んでいるのか，それ今の方法ですね。そういうも

のをこの最新の調査では実態を聞いてなくて，何を望んでいるかという聞き

方をしているので，実態とは若干違うのですけれども，ここでトップに今躍

り出ているのはインターネットですね。「躍り出ている」と言ったのは，実は

数年前までは全然そうではなかったのですけれども，ちょうどコロナになる

直前，2018年のこの同様の調査の中で，そこでは実態を聞いているのですけ

れども，初めてインターネットがトップに出たのですね，学習方法として。
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その後コロナになって，今コロナが第５類になって少し政策的には弾力活性

化という中で行われた，昨年の弾力化の前ですけれども，22年では，インタ

ーネットがそのほかのものに差をつけてトップに，かなりトップの地位を確

定させたというのですか，そんな感じです。ただ，インターネットだけでは

なくて，その下を見ると何があるかというと，書籍や雑誌，インターネット

は当然１人で学べますよね。今，Ｚｏｏｍとかテレビ関連のシステムがある

ので，必ずしも１人で学ぶだけではなくて，グループ学習がネット上ででき

るということにもなっていますけれども，ただ，自分の部屋で，１人でやれ

る。書籍も１人で読めます。次に，公民館とかがあるので，それを飛ばして

みると，次はテレビやラジオ，さらに次は図書館というところで，かなりト

ップクラスのほうに１人で学べるような，随分位置しているのですね。これ

は最近の傾向です。もっと昔はずっと下にある，その他を除けば下から２番

目，同好者が自主的に行っている集まり，サークル活動，これは随分低いの

ですけれども，何年か前は相当これが上にありました。それから，公民館と

か生涯学習センター，今，第３位になっていますけれども，これももっと上

のほうにありました。ですので，このところグループ学習とか講座の学習が

住民とか国民から見てかなり下のほうに位置すると，こういうことになって

います。それに対して，１人で学ぶものが相当上位に上がっている，こうい

うことで，これは何を意味しているかというと，その公民館に集うというこ

とに対する皆さんの気持ちが以前よりは低くなっているということと，また

人々のつながりという点で見ると，非常に危機的な状況と言ってもいいかも

しれません。こいつが問題だとずっと言われ続けていますから，学習という

側面でもやはりそういうことですね。ということで，何で夏なのに雪だるま

が出ているかというと，公民館冬の時代ということで，「公民館ちょっと頑張

らなければいけないのではないか」という意味で雪だるまを載せました。そ

ういうようなことで，文科省も今やっぱり公民館を何とかしようということ

で動いているわけですけれども，ここに出したやつは文部科学省がネット上

で出している公民館パンフレットです。ご興味あれば，ＱＲコードを載せて

いますので，ここから見ていただければ，このパンフレット全部見られます。

最初のほうに出しているのがこれですね。昨年度のこの，後で出てきますけ

れども，答申ですね，ここにも「つどう，まなぶ，むすぶ」という言葉書い

ていますけれども，文科省が今，公民館の基本的役割は，人々がまず集う，

そこでみんなで学ぶ。学んだ上で，公民館で閉じてしまうのではなくて，地

域のいろんな団体とか機関とネットワークを組みながら地域全体にその学び

を広げていくと。そういう意味で，「つどう，まなぶ，むすぶ」というのをキ

ャッチコピーにしているということです。でも，それだけで終わるのではな

くて，それを通して最終的には人づくりと地域づくりに貢献していくのが公
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民館ですというようなことで，それを１つの図にあらわしたのがこれですね。

ということで，公民館がいかに地域づくりにこれから貢献していくかという

のは各地が工夫して取り組んでいるし，国分寺市も，利用者も，職員も頑張

っていろんな試みを展開しているというような状況になるかと思います。と

いうことで，雑駁で大分簡単ではありましたけれども，私のほうから基本的

なことと思われるようなものを前提として，１つの出発点にしようかなとい

うことでした。要するに，法制度上どういう位置づけかというと，そもそも

戦後どういう期待を込めて始まったか，それがその後の変化の中でどういう

ふうに変わったか，今何が期待されているかということを簡単に整理したつ

もりです。では，そういうことですけれども，あと笹井委員の補足，あるい

は間違いの修正がありますか。大丈夫ですか。 

委 員：いえいえ，ありがとうございます。公民館って公民教育をする館というの

ですけれども，こういう公民教育って，政治の世界の公民教育というよりも

むしろ地域社会の中の公民教育というふうに。だから，その男女差別をしな

いとか，合理的に物事を考えるとか，変なしきたりに振り回されないとかと

いうことを学ぶ場というような位置づけで考えていると。公民と普通で言う

と，政策をどういうふうに動かしましょうかとか，選挙に行きましょうとか，

そういう話になってくる。そういうことではなく，もっと生活レベルの公民

教育。 

田中委員長：そうです。おっしゃるとおりです。ありがとうございました。それでは，

何か確認されたいこととか疑問点とか，異論反論とか質問とか何でもいいで

すけれども，５分から10分ぐらい，何かありましたら，お願いします。 

委 員：純粋に質問いいですか。生涯学習センターというのが結構今多くなってい

るというか，そこのところが，それがどうしてなのかなというのがちょっと

長年の疑問なのですね。羽村市に私ちょっと関わっていたのですけれども。 

田中委員長：そうですよね，大分前にね。 

委 員：公民館として生涯学習センター，ゆとろぎとかとありますけれども，形と

しては何となくイメージできるのですけれども，どうして生涯学習センター

に移行しているのかなという，何か政策的なものですかね。 

田中委員長：前回配られた国分寺市の公民館の条例を見ても分かりますけれども，公民

館というのは，社会教育法にのっとって作っていますということで，社会教

育の縛りを受けているのですね。生涯学習センターに関する法律はありませ

ん。なので，実際は生涯学習センターと呼んで，その条例を自由につくれる

わけです。ですので，公民館よりも割と自治体としてはやりやすいという部

分があるということで，生涯学習センターがずっと。 

委 員：やりやすいというのはどういう。 

田中委員長：もう１つは，生涯学習センターにするときに，割と有料化を結構進めるケ
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ースが多いのですね。受益者負担ということで。だから，そういうことでも

あろうかなと。 

委 員：そういうこともやりやすいということですね。 

田中委員長：はい。 

委 員：私も他県から来たので，あまり国分寺のこと知らないのですけれども，う

ちの近くに内藤地域センターっていうところがあるのですね。あれはどうい

うものなのでしょうか。 

田中委員長：地域センターは，公民館は教育委員会の所管する施設で，地域センターは

市長部局と言って，ほかのところですね。事務局から，地域センターのこと，

簡単にコメントしていただけますか。どういうものか。制度上どういうもの

か。 

事務局：基本的に地域センターは貸館です。もう施設を貸すだけ。なので，職員も

自ら例えば講座を打ったりすることはなくて，部屋を貸しますというだけの

施設。 

委 員：図書館も一緒にあるので，同じような感じなのかなと思っていたのですが。 

事務局：簡易な図書，図書コーナーですよね。図書コーナーがあるところは内藤も

あるし，あと西町もありますよね。あとないところもあります。 

委 員：分かりました。ありがとうございます。 

事務局：なので，あそこの館長もいません。センター長みたいな管理の。 

委 員：はい，分かりました。 

田中委員長：貸館という言葉，結構重要な意味を持っていて，公民館も貸館だと思って

いる方もいて，要するに貸館というのは，部屋を借りる。だけど，公民館っ

て，大きく分けて２つ機能を持って，１つは主催事業を行うことですね。講

座をやったり，イベントをやったり。そういう社会教育事業主体としての任

務と，あとはやっぱり部屋を貸す。貸館ということですね。両方持っていま

すね。 

委 員：両方ですね。地域センターのほうは貸すだけですね。 

田中委員長：そうです。 

委 員：分かりました。 

委 員：多分，地区センターって，ＮＰＯとか運営をつかさどる団体がありますよ

ね。そこはやっぱり市が主導している，間接的にはやはり市が運営している

ということにはならないのですか。 

田中委員長：私はその地域センターの運営，設置形態などよく分かっていないのですけ

れども，あれですか，指定管理か何かに出すと。 

事務局：一部指定管理になっていて，多くは直営です。直営部分については，この

貸館しかやっていないです，実際。指定管理を入れているところについては，

指定管理者が独自の事業を，所管課にお伺いを立てながらやっているのが実
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情です。 

田中委員長：分かりました。そういうところは何か事業を行っているということもある

わけですね。 

事務局：やっています。 

田中委員長：今の，よろしいですか。 

委 員：いや，具体的に私，もとまち地域センターがありますね。 

事務局：もとまち地域センターは，今多分ＬＥＣがやっている。 

委 員：それで，そこから私，マジックの依頼を受けたのですけれども，「市の了解

が必要なので，受けるかどうかはもうちょっとお待ちください」と言われた

のですよ。ということは，やっぱり市が間接的には，私のところのマジック

をやっていいかどうかというのはチェックしているみたいなので，あんまり

自由に，そこのＬＥＣですか。 

事務局：多分今のは，もとまちセンターに併設されている生きがいセンターもとま

ちのことだと思うのですね。あれ，結構双方とも同じ指定管理者が持ってい

るので。 

委 員：複雑ですね。 

事務局：複雑なのです。 

委 員：あともう１個，もちまちプラザというのがあって，そこはまたまた別で，

よく混同してしまうのです。あれはまた別なのですね。 

事務局：さわやかプラザもとまちがあって，でもあれはさわやかプラザなのですよ。

もとまち地域センターと生きがいセンターもとまちと一緒になって，もとま

ちプラザという名前。 

委 員：それは別のところにあるのですかね。さわやかプラザというのも，でも市

の。 

事務局：市の指定管理。 

委 員：指定管理ですけれども，あれはでも。 

事務局：あれは高齢者施設ですね。 

委 員：高齢者施設なのですね。だから，教育ではないのですね。 

事務局：パッと見，外から中って分からないです。 

田中委員長：高齢者施設も今は随分ありますよね。ほかはいかがでしょうか。よろしい

ですか。では，また何か途中でも何かあれば，いつでも聞いてください。そ

れでは，公民館とは何かについては，以上で終わりにしたいと思います。ど

うもありがとうございました。それでは，続きまして，今日は，前期の答申

をみんなで情報共有するということになっておりますので，次に移ります。

それでは，よろしいでしょうか，前期の答申ですけれども。ない方いらっし

ゃったら，多分貸出しを。大丈夫ですか。それでは，前期の答申ですね，こ

ういうものなのですけれども，諮問文が最後にありましたか。諮問文，39ペ
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ージを御覧ください。答申というのは，この館長さんから諮問と言って，こ

ういうことを考えてくださいという，お題をいただいて，それをみんなで考

えて出した回答が答申です。ですから，そのお題がここにある「ひととひと

をつなぐ持続可能な公民館活動について」ということで，いろいろ今社会状

況が変化している中で，公民館活動を持続可能に続けていくにはどうしたら

いいかということです。諮問事項が３つありまして，具体的なテーマですね，

幼児から若者の世代にとって身近に感じられる公民館の運営について，それ

から就労，子育て等の現役世代が気楽に集える公民館運営について，それか

ら最後はすべての世代が公民館を舞台につながることができる公民館運営に

ついてということで，３つテーマがありましたけれども，これは要するに子

ども・若者の世代と，それから次の働き盛りとそれから全ての世代というこ

とで，全て世代で区切った形での３つのテーマなのですね。前期は，この３

つのテーマに沿ってグループを３つつくって，それぞれ議論して，では，答

申何にしようかというふうにみんなで相談したのですけれども，相談した結

果，（１），（２），（３）とそれぞれグループに分けて議論したのですけれども，

出てくる視点はほぼ共通で，どこのグループからも重要な視点は同じように

出てきた。ですので，こういうことであれば，諮問は世代別にこうやって切

っていただいていますけれども，答申のほうはもう少し視点別というか，問

題別に分けて答申をつくっていきましょうということになりました。そこで，

最初のほうのページをめくっていただいて，「はじめに」の裏側に目次があり

ますけれども，目次を見ていただけますでしょうか。本答申の要旨というの

が最初にあります。その次に，公民館の現代的意義と本答申の視点，これが

「はじめに」の部分に当たりますけれども，その後，ローマ数字のⅡからⅣ

が，我々が出してきた３つの視点です。１つは連携です。具体的には，豊か

な公民館活動を生み出す連携の拡充ということで，連携というものをどうい

うふうにしようか，それが１つです。それから，ローマ数字３番目は，全て

の世代の参画に基づく事業企画とありますけれども，ポイントは事業企画で

す。事業の企画というのを職員任せではなくて，今も市民が企画するような

事業があるのですけれども，もっともっとこれを市民が企画に乗ってやすく

するにはどうしたらいいか。要するに市民の視点でもっと事業を活性化して

いく，それが重要ではないか。そのあたりの考え方をまとめました。それが

ローマ数字のⅢです。最後は，情報発信の問題で，地域の拠点，公民館から

の情報発信，広報ですね。ということで，世代別に分かれた３つのテーマを

いただいたのですけれども，我々としては最終的には，そうではなくて，連

携と事業企画と情報発信，この３つの視点から答申を求めました。というこ

とですね。それでは，それぞれ，この３つの視点は，それぞれグループをつ

くって，各グループが原稿を書いて，最終的にこうやって答申にまとめまし
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たので，それぞれのグループの方から，各章のポイントをお話しいただける

と，ご紹介いただけるとありがたいなと思っております。今私が言ったよう

なことは，第１章に書いていますので，７ページから９ページ，要するに世

代別のテーマをいただいたけれども，実は我々は視点別にやり直すというこ

とをここで書いています。10ページからが今の３つの視点に基づく提案部分

になりますので，それぞれを担当した方から簡単にポイントを，あるいは思

いとか，趣旨をお話しいただけるとありがたいと思います。ということで，

まず10ページから始まる連携の部分については，笹井委員中心にまとめてい

ただいたと思うので，ポイントをお願いします。 

委 員：10ページの一番上，２章，豊かな公民館活動と連携の拡充，連携を中心に

議論したのですが，２つのパートで，１番目は意義論，なぜ連携が必要かと

いう意義なのですけれども，２番目は，では具体的にどういうふうに示しま

しょうかという具体的な方法，方策の話という感じですね。それで，委員と

しては，公民館ってやっぱり本質的につどい，つながり，関わり合う，関わ

り合いがある中で学び合いがあるということで，そういう施設だという，社

会教育の原理的なものとしていて，先ほど田中委員からも集会施設というか，

貸館と公民館は違うという話がありましたけれども，貸館というのはグルー

プやサークルに，ある意味で自己完結的なグループへ貸し出してグループで

使ってねという。グループ，サークル，ちょっとした意味はあるかもしれな

いけれども，いろんなものが交じり合うとか，いろんな人と刺激し合うとか，

いろんな人が関わり合って新しい気づきが生まれるとかというのは，やっぱ

り公民館でないといけないということで，そういう意味ではその輪をどんど

ん広げていく必要があって，いろんな施設や機関と連携しながら，いろんな

人たちと混じわり合って，いろんな人たちが気づき合って，気づかせ合った

りするということがとても大事だという，こういう思想に基づいています。

だから，連携をもっと拡充したほうがいいよねということなのですね。大き

な２番目，11ページになりますけれども，では具体的にどういうような連携

考えられるかというと，公民館同士とか他の類似施設との連携ということで，

ここでは児童館との連携を挙げています。同じような社会教育施設なわけで

すから，これまでの実績がありますし，そういったお互い，社会教育施設同

士で，身内ということで分かり合っているところで，そういうものを今回も

確認できたらいいのではないかということです。児童館のみならず図書館と

かであっても，その事業が立体的になって，いろんな面白い形になってきて

いいのではないかという，そういうような１つの方向性の提言を示している

という感じです。次に，12ページに，公民館と地域の運営に関する諸団体と

の連携というのが，具体的な方向性として大事なのではないかというふうに

ここに書いています。例えば，市民活動団体とか町内会とか，あるいは地域
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の社会教育団体及び地域運営，地域のガバナンスに関連する諸団体との連携

が，公民館がそういうところと連携したらいいのではないかという提案，提

言です。先ほどの施設連携もそうですけれども，相互協力で事業の企画実施

を，お互いに知恵を出し合ってやるということになると，すごく事業の幅が

広がったり深まりがあったり，要するに立体的な素質，事業の質そのものが

充実していくような形ということです。それが１つ目で，12ページの終わり

のほうに，２つ目は公民館が市民活動団体による活動の成果を一堂に会して

発表する機会などを設定する。つまり本多なら本多の公民館で，いろんな活

動者，活動団体がこんな活動をしていますよということを紹介というか，メ

ッセージではないですが，紹介して，人がいろいろ集まって，出会って，つ

ながってというのがあるといいのではないかということですね。３番目，13

ページの上のほうですけれども，３つ目は公民館を市民活動団体や社会教育

関係団体の活動拠点として利用してもらうという取組です。実際に，例えば

公民館を青年団とか婦人会とか，そういうところで使ってもらっているよう

な例もありますし，ほかでも全然構わないのですけれども，ある種の活動拠

点化する。国分寺だと大都市なので，その辺がバランス的にどうなのかなと

ありますけれども，結構それを拠点化して，そうするとそこに集まる人たち

もすごくやりやすくなるという，いろんな事業ができるのではないかなとい

うことです。13ページの真ん中辺のところで，地域ガバナンスに関連する諸

団体との連携に関して，本多公民館，もとまち公民館，並木公民館，関係す

る機関などの活動予定に関する情報共有を行い，相互の協力関係をつくるこ

とで，地域会議が行われていると。こういうのは大事ですよねということで

すね。だから，事業の連携というと，例えば，そこまで行くまでには情報共

有が必要で，うちはこういうことやっていて，あなたはこういうことやって

いて，では，これを一緒にやったら面白いねと，情報共有が前提になるので，

まず情報共有をするような会議体といいましょうか，ネットワーク組織とい

いましょうか，そういうものをつくったらいいのではないかということを言

っております。13ページの終わりのほうに，公民館と学校との連携，これが

結構重要というような。学校は学校教育のために，公民館は社会教育のため

に，本来は別の制度というか，別の流れになってはいるのですけれども，今

盛んに言われていますけれども，もっと学校の中に地域の人たちの感覚とか，

あるいは学校の教育活動に地域の協力が必要だとかとよく言われていますけ

れども，地域の拠点としての公民館というのは，もっともっと積極的に協力

して，逆に言うと，協力することによって公民館の活動自体もどんどん活性

化するのではないかということです。14ページのほうでは，これから公民館

はやっぱり頭打ちになるので，「赤米セミナーレ」は非常にいい成果を上げて

いるということがあります。恋ケ窪公民館と小学校が連携したことで，一見
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不可能と思われることも可能になるという記事，好例だというふうに思いま

す。つまり社会教育における心の発達とかという，それぞれにとってメリッ

トがあったのではないかなということの例として挙げています。ほかにも，

恋ケ窪公民館利用者に写真の提供を呼びかけて市立第九小学校創立50周年記

念事業の関係で，多くの写真が提供されたというのは，これも連携のいい例。

こういうふうにお互い協力することでやっぱりすごくプラスがあるというこ

とだと思いますが，学校と公民館というものが連携するということで，今そ

ういう大きな潮流といいますか，流れになりますので，それで地域学校協力

活動と言われますけれども，それ以外でもいろんな形で連携協力をすること

が大事だということを書いているわけです。そのためには，先ほど地域会議

の情報共有の話もありましたけれども，そこまで行くためには，日常からの

コミュニケーションを図るということがとても大事ですので，15ページに書

いてありますけれども。次に，２つ目は，学校施設を利用した公民館事業と

いうものも積極的に展開することも大事ですよねと。これは学校側と公民館

側と両方に言っているのですけれども，そういうことを言っています。３つ

目は，学校という組織体というよりは，むしろそこから来られる学生さんと

か生徒さんとか，大学生とかというのは，いろんな形で公民館に来ているわ

けですから，インターンシップとか，あるいは何とか実習とかで公民館に来

るケースもあるのですけれども，そういう人たちに着目して，いろいろな公

民館の活動を手伝ってもらうとか，あるいは公民館に対する，若い人たちの

リクエストみたいなものを聞くとか，そういったほうに着目した形の連携と

いうのもよいことではないかなということをここに書いております。15ペー

ジの終わりに４つ目はということで，公民館の運営サポート会議メンバーを

通した連携ということで，これは昨年サポート会議という，その中の構成員

のメンバーで大学の先生とかいたら，大学生にいって，「ちょっと一緒に何か

やりましょうよ」みたいな，大学当局とですね。あるいはそのゼミと一緒に

やりましょうよと，そういうことができるといいなという，こういう提案で

す。16ページ，５番目のほうは，相互に資源を活用したらという，そういう

視点というのは忘れてはいけないでしょうということです。それぞれ違う施

設，違う機関なわけですから，持っている資源というのは結構違ったりする

わけですね。その違っているところがお互いに利用価値があるわけですから，

そういうことをよく理解した上で連携すると，お互いがお互いをフォローし

合うというか，連携というか本質的な意義というのが出てくるのかなという

こと。16ページの終わりのほうで，連携協力，いろんなレベル，段階があっ

て，事業そのものを企画したり実施したりする連携ができればいいのですけ

れども，そこまでいかなくても情報を共有したりとか，いろんな会議で一緒

に議論したりとか，それも１つの連携の形と思いますけれども，そういうこ
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とをお互いに知らしめるという情報の発信で，特に市民に知らしめるような

連携協力してやるということが，それを単体でやったって，今の時代，情報

提供のあり方としてはたかが知れているイメージで，連携協力してやること

で，お互いが別の機関の，いわゆる別の団体，別の施設のことを知ることが

できるという，市民にとってはそれもサービスの向上になるだろうし，そう

いうことで，「いつも本多を利用しているけれども，今度はあっちへ行ってみ

よう」みたいな，そういうことにもなるのだと思いますけれども，そういう

情報の発信という，いわゆる広報活動というのをきちんとしていくというこ

とを４番目の，（４）のところで言っているわけですね。一応ざっと説明しま

したけれども，鈴木委員と坂本委員にもこれに関わっていただいたので，ぜ

ひ補足とか。 

委 員：今，もう笹井委員が詳細もろもろご説明されたので，１つだけ。全体の中

身で言うと，内連携とか外連携みたいな言葉はよく出たと思うのですけれど

も，内連携は公民館，５公民館同士とか児童館とか図書館とかそういういわ

ゆる施設として連携できるものは，もっとやっていくといいですよねという

ようなこと。それから外連携のところが，私一番興味があるというか考えさ

せられるところだったのですけれども，やっぱり地元ですから，東経大です

とか，学生さんが。実は私も農業体験講座というのを並木公民館でさせてい

ただいていて，春から秋に大体10回ぐらい，子ども農業体験講座というのを

やるのです。それに東経大のボランティアの学生さんが毎回来て参加してく

れるのです。やっぱりここの部屋だけの20名，30名で考えても，違うなとい

う，あともう１つ言うと，世代的になかなか若い方がこういう会議に参加で

きるというのは，時間的なもろもろの条件もあって難しいですから，もう少

しやっぱりこう世代を超えてというところもありますし，20人，30人ではな

くて，もう少し大勢の頭で考えて，実行していけるようなみたいなところで，

外連携というところのお話が出ていたかなというふうに思うのです。ですか

ら，その辺を今後も具体的な何かそのアクションプランとしてつくって，確

認しながら進めていけたらいいなということを話し合いましたし，今も考え

ているところです。 

田中委員長：ありがとうございました。鈴木委員はよろしいですか。 

委 員：大丈夫です。 

田中委員長：それでは，以上が連携のところで，内連携，外連携，学校との連携も含め，

そこの地域団体との連携も含め，連携に関する意見をいただきました。その

次は，17ページのところから，全ての世代の参画に基づく事業企画というと

ころですけれども，ここを，ポイントを絞ってで結構ですので，有馬委員か

らお願いします。 

委 員：ありがとうございます。17ページ目からあります事業企画のところに関し
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て，ご説明をさせてもらいます。なぜこちらの事業企画というところをテー

マにさせていただいたのかというところに関しては，17ページ目の最初にな

ります。本当に公民館では様々な企画，イベント等を行っていらっしゃって，

とても魅力的なものがたくさんあるのですけれども，なかなかまだまだ参加

をしてもらいたい年代の方の参加がされていなかったりとか，もっと多くの

方にご参加をいただければいいのではないかというところあたりの話が出て

きました。となったときに，ではどのような形ができるのかというふうにな

ったときに，皆さん，ただ参加をするということではなく，事業企画を一緒

に考えてもらうのはどうかという話になってまいりました。結局，講座を一

緒に考えていただく，提案をしてもらうということによって，自分のための

講座だ，また実際に講座を実施するというところによって，公民館をより身

近に感じてもらう，よりまたいろいろな継続になるのではないかというのが

形の基礎になってまいりました。また，公民館，やはりいろいろな職員の

方々にもご相談をされることによって，単なる講座の提案ということではな

く，公民館の方と一緒に考えることによって，地域課題として本当に公民館

らしい講座というところ，地域に還元するような講座というのができるので

はないかというところから，事業企画というところを参画，当事者の方，い

ろんな市民の方々が参画する意義があるのではないかという形で考えていま

す。では，実際に仕組みの現状としてはどうなのかというところが18ページ

になります。単に利用するだけではない仕組みの現状というところで，今既

にホームページ上に事業企画，公民館と一緒に考えましょうということがＰ

Ｒで提示があるのですけれども，なかなかまだまだそのページを探しづらか

ったりとか，気づかず，そういった形で参加をされていらっしゃる団体さん

がまだまだ少ないところかなと思います。もっとうまく利用していただく方

法等を考えてもいいのではないかということは，前期の第４期のメンバーで

考えていました。実際に，では，どのような企画事例があるのかというとこ

ろが18ページの最後のほうからになります。一例としましては，本多公民館

とＰＴＡ連合会の共催講座，もう１つが光公民館のくにきたデザインクラブ

です。特に本多公民館とＰＴＡ連合会共催講座に関しては，実際に委員の中

に企業の方がいらっしゃいまして，公民館の方と講座を実施したというとこ

ろから，こんな講座をやりたいねという声が上がっていたけれども，具体的

に保護者の方との折衝だったりとか，実際に講座をつくり上げたり等々に関

して公民館の方の力をいろいろ借りて，「公民館はこんなことができる場所な

のだ」ということのご意見がＰＴＡの方からあった，今まで活用していなか

った方からそんなご意見があったなんていうところの話が出てきたというと

ころも，一例としてありました。また，それ以外でも，学生の力を生かした

事業企画というところで，もとまち公民館では，社会教育実習生の講座だっ
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たりですとか，光公民館のほうでは，高校生も一緒にイベント企画を考えて

歩くこともあります。こちらのことに関しては，毎年例年同じ方が関わると

いうことではなく，学生さんはやっぱり変わっていきますので，いろんな方

に入っていただくことによって，新たな視点で関わってもらうことになるの

ではないか，また新しい方々が参加をする機会となるのではないかというふ

うなことが現状としてあります。もう１つ，利用者グループによる５館共同

事業というものも企画として挙がっていました。ジョイントコンサートとい

う，コロナ禍で中止になっているという話は聞いてはいるのですけれども，

もうこれまでも毎年実施をされているというところがあります。それも新た

な市民の方々に来てもらうきっかけとなるのではないか，これも実際に公民

館等利用されている方々からの企画という話で聞いております。そこの中で

まとめというような形にもなってきますが，講座にやっぱり参加をする，た

だ単に来るということだけではなく，実際にその方たちが講座を運営する企

画に関わってくるということで，活躍の機会をつくるということが公民館を

より利用していただく，より身近に感じてもらう，講座が終わった後でも公

民館はこんなことができるから継続して利用しようという形になるのではな

いかというふうな形になっています。本当に21ページ目の導入部に書かれて

おりますが，地域になかなか人材がいないのではないかと言われることもあ

りますが，地域の中でいろいろな活動をしていらっしゃる方というのはかな

り多くいらっしゃるかと思います。それは現役世代の方だったりとか，学生

さんもいらっしゃるので，そういった若い世代の方にも実際にこんなに企画

してもらう，一緒に考えてもらうことによって，公民館に関わってもらえる

のではないかという話が出てきました。では，実際に事業企画，関わっても

らうための仕組みの提案というのが22ページ目です。まず一番最初に，企画

募集チラシというものをつくって皆さんに呼びかけてはどうかという話が出

てきました。ホームページ等にも掲載はしていただいているのですけれども，

なかなかこれをやろうと思って探してもらっている方々の目には触れてくる

ところはあっても，もっと実際のチラシ等々でいろいろな機会，いろいろな

場所で配ることによって，やってみようというふうなきっかけになるのでは

ないかという話から，企画の募集のチラシというところを様々な機会，場所

等で配るというのがいいのではないかという話は出ています。また，公開企

画会議というものを開いてはどうかという話が出てきました。実際にいろん

な企画等々を持ち込むというふうな形のことが難しかったとしても，いろい

ろな皆さんとその企画を考える会議というものに参加をしていただく。もち

ろん利用者の方々が来られる方は独自にいらっしゃると思うので，公民館職

員の方々にもお声がけをいただいて，こういった企画会議等に関わってもら

うことで新たな企画というものも生まれてくるのではないかという話が出て



20 

 

きています。また，その企画会議が発展した形としては，企画をプレゼンす

るような大会，企画大会というものができるとまた面白いのではないかとい

う話も出てきています。また，後半にも出てくる学校との事業連携とも近く

なってくるのですが，中学校とか小学校の学校とも連携しながら行うことに

よって，子どもたちにとっても公民館がより身近なものとなるのではないか

という話が出てきました。24ページ目になりますが，図書館，児童館との事

業企画としては，国分寺の公民館全てに図書館に併設をされていること，ま

た児童館もかなり近くにあるというところがあります。図書館のほうでも

様々な面白い企画実施をしていらっしゃるところがありますので，図書館の

利用者さんにも呼びかけるという意味から，連携をして事業企画をつくると

いう体制があると面白いのではないかという話。また，児童館もやはり近く

にいるというところもありますので，先ほどと重なってまいりますが，いろ

いろ一緒に企画をするということがいいのではないかと感じて考えました。

そのために，先ほどの連携のところと近いところではありますが，定期的な

情報共有だったりですとか，内部となりますが，企画会議等を行うことによ

って，検討する機会というものを事業計画というものを生み出していただく

のがよいのではないかという話の提案をさせていただいています。学校との

事業企画ということに関しては，先ほどと重なってくるところではあります

が，学校の授業の中で公民館の講座を考えるということで，学校とも連携を

させていただくというところがまず１つ。また，国分寺学というのが国分寺

の市内の小中学校等で取り組んでいくというところの話が出てきておりまし

たので，公民館として協力できること等々でまた連携等も取って機会をつく

ることができるのではないかという話が出てきました。最後の事業企画を進

める上での重要なポイントというところに関しても，やはり顔を合わせたり

ですとか，実際に会っていろいろな事業企画だったりとか生まれてくるもの

があるのではないかという話をまとめさせていただいているものです。 

田中委員長：どうもありがとうございました。とにかく事業企画というものを通して，

少し公民館となじみになって，そしてまた地域の人々に，今後問題に直結し

た公民館事業につなげていければいいというような感じですよね。それで，

私がここで非常に印象深かったのは，27ページの第２段落目の４行目ですね。

講座をつくるという学び方があると，これはとても私は印象深くて，ややも

すると講座を企画して提供するのが供給側，それを利用して学ぶのが需要側，

需要と供給の関係で捉えがちですけれども，でも実は講座をつくるというこ

と自体が学びなのだと。需要と供給が融合したような学び方をつくる，これ

がとても重要なのだなというのをこの章を読んで改めて感じました。それが

２番目の柱，視点ですね。３番目は28ページから始まる情報発信ですけれど

も，これについては，今期の委員の方がいらっしゃいませんので，私のほう
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から簡単に報告します。情報発信ですね。28ページの１番，公民館情報は届

いているのか。一生懸命出している，「けやきの樹」もあるし，チラシもある

し，出しているのですけれども，本当に隅々まで届いているのだろうかとい

うのがまずは基本的な問題意識ということで，では，現状どうなっているか

ということで，29ページに，まず，星の１番目ですね，６行目ですね。情報

発信のタイプというのを考え，まずは公民館そのものを知ってもらうという

情報発信，もう１つは実施している講座とかイベントの告知という意味での

情報発信，２通りあると思うのです。それから，その次の星印，メディアと

してはＡからＦが「けやきの樹」とかホームページとか講座紹介チラシ，サ

ポート会議だより，それからもろもろの会議ですね。会議自体が情報発信だ

ということです。それから最後はＳＮＳ。これを組み合わせると，30ページ

の表のようになる。それぞれ強い関係，弱い関係，こういう形で現状を押さ

えたということですね。その上で，今後の方向をどう考えるかというので幾

つか提案がなされています。１つはターゲットの明確化。ただ発信するので

はなくて，この情報はここを目がけてやろう，ここを目がけてやろうという，

マーケティングで言うとセグメント化していく，マーケティングのセグメン

テーションと言いますけど，そういうようなターゲットを明確にしていくと

いうこと。それから，２番目は，31ページの（２）市民と職員のコミュニケ

ーションというものがまずは基本にあって，その上での情報発信ですね。そ

れから３番目は，ややもすると，今核になる人がどうしても頑張って，次の

世代の人はついていくということがありがちだということで，次に核になる

人にうまく移行していかなければいけないということで，それを３番目の視

点として書いています。それから，４番目は32ページの（４）ですね。ガイ

ドブックをもっと充実した形で作って活用していこうということですね。そ

れから５番目は，情報発信の内容には３つの柱があるということで，公民館

の魅力と発見できる魅力，つながれる魅力，それぞれの３つの魅力を情報発

信の柱にしようということですね。それから，33ページの（６）には，キャ

ッチーなワードをもっと活用しましょうということで，これ広報誌の中でも

５つの公民館を「５レンジャー」という形で表現しながら，市民に親しみを

持ってもらうとか，いろんなアイデアが出ましたけれども，そういうことを

もっと活用していこうということです。最後，公民館の将来に向けてという

ことで，情報発信をうまくやらなければ将来の公民館はないのではないかと

いうことで，将来のために情報発信をというふうに書き足しました。以上が

我々のほうで考えた３つの視点に基づく提案になります。最後，35ページか

らの結びについては，この３つの視点に基づいた提案がそれぞれ実現するた

めには，３つの条件が必要だろうということですね。その条件をここで簡単

に書いたのが35ページからのところになります。１つは，「第一に」と書いて
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あるのが，職員の力量の維持向上である。我々偉そうに書いていますけれど

も，要は今職員に本当に頑張っていただいていて，市民とともにやっていら

っしゃるのですけれども，これをさらに充実した形，むしろ職員がきちんと

研修を受けて自らの能力を発展させるような権利というか，そういうゆとり

というか，そういうチャンスを職員にもっと提供して，さらに発展していた

だきたいなということです。さらには，いい人をもっと確保したいというこ

とですね。それが１番目。２番目には，日常的なコミュニケーション。もう

既に今，職員と市民のコミュニケーション随分いいと思うのですけれども，

そのあたりをもっともっと広げて，職員と市民でいろんな日常の関係の中か

らいろんなアイデアが湧いてくるようにしたいということです。それが２番

目。３番目は，ところどころで出てきましたけれども，公民館と学校の関係

ですね。今，国分寺ではコミュニティスクールをさらに充実させていこうと

いう動きがあります。そういう中で公民館がそこに関わりながら，子どもた

ちにとっての公民館，そういうことを学校との連携の中でもっと充実させよ

うということです。この学校と公民館の関係については，実は前期の途中で

教育委員の方々と我々の懇談会があったのですね。その中で教育委員の方か

ら随分いろんな提案をいただきました。それを我々のほうで，適宜答申の中

に入れていくつもりです。ですので，ぜひこれは教育委員の皆さんに「こう

やっていたしました」ということを言いたいつもりでおります。ということ

で，職員の問題，それからコミュニケーションの問題，それから学校との関

係，この３つをきちんと条件整えることによって，先ほど提案していただい

た３つの視点に基づく内容が充実していくのではないかということです。こ

ういうふうに文章で書くとなかなかやっぱり一目で分かりにくいというので，

今回は答申の要旨ということで，３ページから６ページまで，この４ページ

間にわたってポイントだけを整理して載せました。ですので，ぜひ後でここ

も見ていただきながら，答申全体をもう一回読み直していただいて，また次

回の会議などで分からないことはご質問いただいたりしていただくとありが

たいなと思います。若干まだ時間ありますので，今の時点で何か分からない

こととか確認したいことがおありになれば，おっしゃっていただけますか。

それから，前期の委員の方でも補足があるという場合には，もちろんおっし

ゃっていただければと思います。いかがでしょうか。今いきなりだと，なか

なかぱっと全部は出ないでしょうけれども，事前に配られてはいましたけれ

ども，なかなかやっぱりこうやって話を聞かないとぴたっと中に入ってこな

いということがあると思いますので，今初めてお聞きになられて，今の時点

で何かありますか。なければまた後でゆっくり読んでいただいて，おかしな

ところを，分からないことを次回以降お聞きいただいてもありがたいと思い

ます。 
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委 員：私，今年度からで，昨年度までの活動というのがサポート会議で答申に参

加されている方から聞いていたはずなのですけれども，こんなに立派な活動

をしているとは知りませんで，今回読ましていただいて，非常に感心してお

ります。すばらしい活動をありがとうございます。 

田中委員長：ありがとうございます。 

委 員：ただ，逆にこれ答申が５月で出てしまっていまして，我々これから何した

らいいのかなというのは。今回はいただいてはいないわけですよね，公運審

で何やれというのは。 

田中委員長：これからいただくかもしれませんけれども，今のところはまだ。 

委 員：ないので，とりあえずは，我々はこのすばらしくまとまっている資料をど

うしたらいいかなということを考えればいいということですか。 

田中委員長：実は，先ほど課長とも相談したのですけれども，今日はこういう形で答申

の情報共有をさせていただいて，それで次回にできましたら，我々これ答申

をボンと出したので，今度は館長さんのほうから，これをどう受け止めたか

とか，実際これに関してこういう事業をやっているのだけれども，それから

今後これを受けてこういう形で展開したいとか，今度は館長さんのほうから，

次回お話伺おうかなと思います。その上で，今期何をやるというのをまたみ

んなで相談したいという感じです。 

委 員：そうですか。いや，すごく次回が楽しみです。 

田中委員長：ありがとうございます。よろしくお願いします。 

鈴木副委員長：答申の文章をつくった側として，実は，この答申をつくるために，実態を

知りませんでしたから，私たちは，いろいろと調べたり聞いたりして，それ

ですごく勉強したのです。その結果なのです。答申を出すということは，そ

れはそれで形にしてとても大事なことなのだけれども，委員１人１人の資質

を高めるいい機会になったというふうに思っています。 

田中委員長：ありがとうございます。 

委 員：職員のレベルアップと同時に我々もレベルアップしないと。 

鈴木副委員長：そうです。 

田中委員長：実は前期も，前半ぐらいは館長さんにそれぞれ公民館事業をレクチャーし

ていただいて，そういうのを踏まえて考えてきました。そのレクチャーのポ

イントをまとめたところは後ろに載せてあって，40ページから，実際の公民

館事業ですね。諮問のテーマに沿った形で，それぞれ特色ある事業を全部話

していただいたのですね。それを整理したのがこの40ページから45ページま

でのところなのですね。こういうのも勉強しながら，まさに我々の資質を高

めながら書いたということですので，本人もまた学習しながら進められると

いうことです。 

委 員：今日も田中委員長から公民館の歴史的なことをお伺いして，随分紆余曲折
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があったのを初めて知りましたので，大変勉強になりました。 

田中委員長：ありがとうございます。ほかに何かありますか。 

委 員：私もこれ読んで，２回読ませていただいて，すごく感動して，すごく中身

が濃いななんて思って。それでこれを私たちだけで，一部の人たちだけが，

こういうことを意識高めるというよりも，もっと市民に知ってもらいたいな

とちらっと思って，１人の人に話したらすごく反応が返ってきたりしたので

すね。要するに，貸館，皆さん結構多くの人が貸館的な感情なのですよね。

だから，そういう方々をもっと公民館の，公民館主催の中の活動に引き入れ

る。例えば私のちょっとした乱暴なアイデアですけれども，習慣化すると結

構通ってくるではないですか。だから，例えば日曜クラスみたいな感じで，

そこで貸館的にやっている人にボランティアみたいな感じでそういう地域活

動みたいなことをしてもらうだとか，そういうふうに巻き込んでいかないと，

すごくもったいないなという，それを非常に，これ２回読ませていただいて

感じました。 

田中委員長：ありがとうございます。 

委 員：答申あって，本当にありがとうございます。すばらしい文章で。 

田中委員長：そういう意味では，我々が，本当に来てくれるかわかりませんけれども，

市民に対する報告会とか何か，公民館利用者の方が集まるところでこれを少

し報告して，そこでまたコミュニケーションして，多くの方を巻き込みなが

ら次の答申なり何なりにつなげるように，そんなことを思いますけれども。

では，その辺も考えてみたいですね。あと何かありますか。よろしいでしょ

うかね。またでは何かありましたら，途中でいろんなその場その場でまたお

っしゃってください。それでは，どうもありがとうございました。 

 

４ その他 

田中委員長：では，議題の３ですね，協議事項が終わりになりまして，その他ですね。

その他，委員の方から何か報告とかご意見ありますか。よろしいでしょうか

ね。では，これで私のほうの進行の部分は終わりにさせていただいて，事務

局から報告などございましたら。 

事務局：事務局として，その他というところで，まず，資料の２－３のほうを御覧

ください。前回お話があったとおり，今後の審議会についてというところで，

各館で順番に行うという形で実施するということをしておりましたので，一

応こんな形にしております。今回第２回は本多公民館で行いましたが，第３

回は恋ケ窪公民館，第４回は光公民館，第５回はもとまち公民館，第６回は

並木公民館ということで順番にやっていきたいというふうに思いますので，

よろしくお願いいたします。その上で，本日は初めてだったということもあ

りましたので，時間内に館内の説明をさせていただいたのですけれども，前
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回，第１回のときには会の始まる前にやるのはどうかというふうに話をされ

ていたかと思います。また，協議の内容によってもある程度時間が必要にな

ってくるかなというところもございますので，今後２時からの時間内にする

のか，逆にちょっと早めの時間外でするのかというところも併せて本日協議

して決めていただければというふうに思っております。また，館内研修とし

まして，今年度どこかのタイミングで館内研修を行いたいというふうに思っ

ておりまして，先ほど田中委員長のほうからもありましたように，笹井委員

のほうに少しレクチャーをしていただいてということを考えています。時間

帯としては，やるとすれば午後１時から始まって１時間半から２時間程度，

その後に定例会を１時間から1時間半程度という形で，ここでは２時から４時

となっているところを１時から４時みたいな形でどこかで１回入れていただ

ければなというふうに考えています。すぐ今日決めなくても大丈夫ですので，

そういうところも考えていただければというふうにございますので，ご意見

いただければなというふうに思っております。どうぞよろしくお願いします。 

田中委員長：ありがとうございました。最後に重要な協議事項になりました。見学です

よね，館の見学。今日は初めてになるので，もう２時からという格好にいた

しましたけれども，次回からそれぞれの公民館よく使っている方は，あえて

見学しなくてもいいだろうということもあるでしょうから，始まる時間の前

に20分か30分ぐらい取って，希望者が見るのでもいいと思うし，あるいはで

も全員でまずは見ておくということが必要であれば，しばらくは最初の20分

ぐらい取って，館内見学を会議の中の時間を使うというのもあると思います。

どうしましょうか。 

委 員：今日，何分ぐらいかかったのですか。 

事務局：本多公民館は一番大きいので20分程度かかったのですけれども，もしかし

たら，ほかの館だと10分から15分くらいで終わってしまうかなという感じは

します。 

田中委員長：そうですか。10分ぐらいで終わる。 

事務局：うちは，恋ヶ窪は10分です。ワンフロアなので。 

事務局：もとまちは，８分ぐらいですかね。 

田中委員長：では，割と短く終わるのですね。 

事務局：そうですね。今日が一番長かったかなと思います。 

委 員：逆に言うと，これだけの人数で動くと大変になってしまうのかな。 

田中委員長：だったら，今日みたいに，まず２時に集まったら，最初ぐるっと回って，

それでやるというのもありかもしれないですね。そうすると，誰かが問題意

識を持って何か発言されたら，全員が聞いているので，会議の中でもそれが

生きるということで，では，そうしていただけたら。では，会議が始まる前

ではなくて，会議が始まるときにまず見学するということにいたしましょう。
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では，お願いします。もう１つ，今ご提案ありました，館内研修ということ

ですね，講師を呼んで話を聞くというのはできるわけですけれども，それを

笹井委員にお願いしようかなというふうに思いますけれども，前期も笹井委

員に公民館の話をしていただいたので，今期もちょうど委員にいらっしゃる

し，いいのではないかなと思いますが，そういう方向で考えていいでしょう

か。初めての方はまた会ったばかりで，いいも悪いも分からないということ

かもしれませんが，そういう方向で考えてみたいと思いますが，よろしいで

すか。 

委 員：３回から６回の中でということですか。 

田中委員長：そうですね。ですから，次回はもうないので，その後ですね。いつ頃かと

いうのは，多分笹井委員の予定があると思うのですね。確認しないといけな

いと思うので，ではまた。 

委 員：早めのほうがいいです。 

田中委員長：そうですね，確かにね。初めに勉強しておいたら。となると，次回はなし。

次回でもあり得ますか。 

事務局：実は，次回，10月になりますけれども，社会教育委員の，全員ではないの

ですけれども，委員長プラス委員さんが公運審の委員さんと懇談したいとい

う申出をいただいております。なので，恋ケ窪公民館の回ですけれども，そ

こに来ていただくということで，時間配分はまだこれから調整をいたします

ので，場合によってはそのお時間を取った以外のところで，笹井委員にお話

しいただくというのはあり得る話だと思いますけれども，笹井委員はまだ何

もご存じないので，これから調整が必要かと思います。 

田中委員長：そうすると，こういう考え方でいかがですか。次回はその社会教育委員の

方にわざわざ来ていただくというので，ある程度時間取って意見交換し，そ

してまた，せっかく今日，答申のこの報告をしたので，これを受けての館長

のお話はやっぱり早いほうがいいと思うので，次回はそこまでやって，その

次の回に笹井委員に都合を聞いてみて，できるだけ早いタイミングで，そう

いうことにしましょうか。では，それでよろしくお願いします。ですので，

次回は第３回ですから，第４回目以降は１時からになる可能性があるので，

皆さんそのつもりでいていただけますか。今既に１時から用事入ってしまっ

ているという方いらっしゃればおっしゃっていただいて，いつになるかを検

討しますので，もし何かご都合の悪い回があったりしたときには，事務局の

ほうにご連絡ください。 

鈴木副委員長：公共施設マネジメント課からも説明と，それから公運審の要望を聞き取り

に来るというのを，９月議会終わってから来ることになっていますよね。 

事務局：日程が調整中ですけれども，10月にはまだ向こうの体制が取れないという

ことで，その後ですね。 
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委 員：11月ですか。 

事務局：11月から２月の間のどこかでいらっしゃるということになっています。 

田中委員長：では，タイミングを見て。それも早いほうがいい。 

鈴木副委員長：早いタイミングでないと。 

田中委員長：なので，タイミング逃すと大変ですので，では，そのあたり研修と施設の

問題と優先順位高いほうを先にしながら，そういうふうにしましょう。それ

では，最後これだけあるとは思わず，ぎりぎりまでやってしましました。そ

れでは，特にほかにありませんか。大丈夫でしょうか。では，長い時間，お

疲れさまでした。今日はこれで終了になります。ありがとうございました。 

 

――了―― 


